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独立行政法人 日本学術振興会
学術システム研究センター

日本学術振興会の諸事業における

学術システム研究センターの役割

横浜国立大学 科学研究費助成事業等説明会

平成30年7月27日（金）



学術システム研究センターの
組織

*PD： 所長、副所長、相談役 計6
名による構成。
研究者としての経歴を有し、
競争的資金の制度とその
運用について統括する立場
にある者

* PO： 主任研究員 20名、
専門研究員108名による構成。
研究者としての専門的な見識と
知見に基づいて、審査や評価等
の業務を行う者

平成３０年4月1日現在
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（月２回開催）

（月１回開催）

佐藤 勝彦小林 誠 黒木 登志夫

村松 岐夫 勝木 元也 盛山 和夫 西村 いくこ 永原 裕子

【設置】平成15年7月

【目的】厳正で透明性の高い評価システムの確立と、

大学等で活躍する第一線級の研究者が課題

選定から評価・フォローアップまで一貫して責

任を持ちうるプログラムディレクター (PD)* 、

プログラムオフィサー (PO)*制度を整備するこ

とを目的として設置。

タスクフォース



学術システム研究センターの特色

□ 研究員はすべて非常勤
* 第一線で活躍するトップレベルの現役の研究者が就任

□ 任期は３年とし、研究者の流動性を確保
* 研究者の様々な声を業務に反映

□ 審査・採択そのものには一切関わらない
* 厳正で透明性の高い評価システムの確立に寄与

第一線の研究者の意見を反映した事業の制度設計・運営
～学振のシンクタンク～
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学術システム研究センターの役割
～公正で透明性の高い審査・評価制度、制度改善に向け、

研究者コミュニティとの橋渡し～
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研究者コミュニティー日本学術振興会

所長 1名
副所長 ３名
相談役 2名
研究員 12８名

学術システム研究センター

人文学
社会科学
数物系科学
化学
工学系科学

学協会
国公私立大学
国公立試験研究機関
財団法人研究所
民間研究機関

科学研究費助成事業
特別研究員
国際交流事業 等

学術システム研究センターの業務
事業の審査・評価に関する業務

• 審査委員候補者の選考
• 審査結果の検証
• 審査会の進行

事業に対する提案・助言
• 適切な審査方式の在り方の検討
• 公募要領、審査基準の見直し
• 特設分野の検討

学術振興方策・学術研究動向に関する調
査・研究

情報学
生物系科学
農学・環境学
医歯薬学

制度改善
公正で透明性の高い事業運営
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◇より良い審査制度に向けて、常にいつも精査する。
※研究員は、直接的な審査・採択の判断には関わりません。

【科学研究費助成事業】
・事業のあり方や審査体制に関する提案・助言
・本会データベースを操作して行う審査委員等の候補者案の作成
・審査・評価結果の検証・分析
・科研費ニュース執筆者の選考

【研究者養成事業】
・事業のあり方や審査体制に関する提案・助言
・本会データベースを操作して行う審査委員等の候補者案の作成
・審査・評価結果の検証・分析
・特別研究員（ＳＰＤ）に対する評価の実施

【国際交流事業】
・事業のあり方や審査体制に関する提案・助言
・本会データベースを操作して行う審査委員等の候補者案の作成
・審査結果の検証・分析

【顕彰事業】
・日本学術振興会賞の予備審査
・日本学術振興会育志賞の予備審査

【学術研究動向調査】

・学術研究動向に関する調査・研究
・学術振興方策に関する調査・研究（主任研究員のみ）

学術システム研究センター研究員の業務
～ピア・レビュー制度の根幹を支える～



科研費「特設分野研究」「特設審査領域」の検討

平成26年度設置： 「ネオ・ジェロントロジー」、「連携探索型数理科学」、「食料循環研究」
平成27年度設置： 「紛争研究」、「遷移状態制御」、「構成的システム生物学」
平成28年度設置： 「グローバル・スタディーズ」、「人工物システムの強化」、「複雑系疾病論」
平成29年度設置： 「オラリティと社会」「次世代の農資源利用」「情報社会におけるトラスト」
平成30年度設置： 「高度科学技術社会の新局面」「超高齢社会研究」

※毎年センター主催により、特設研究分野研究の分野ごとに研究代表者交流会を開催

専門調査班
：学術研究の動向を検討

主任研究員会議
：各班の報告、分野
候補の絞り込み

基盤研究（Ｂ・Ｃ）「特設分野研究」 の分野（平成30年度は、挑戦的研究の枠組みにおける「特設審査領域」）の
設定に当たり、学術システム研究センターが分野横断的な研究から生まれることが期待される分野等を対象とし
て、最新の学術動向等に基づき分野を検討

特設分野タスクフォース
(分野毎の関係研究員で構

成）：分野内容の検討

主任研究員会議
：分野候補の決定

科研費「分科細目表」の大幅な見直しの検討
平成３０年度公募の適用に向け、分科細目表の大幅な見直し、審査区分・審査方式等を検討

専門調査班
：各担当審査領域の
審査区分の見直し

主任研究員会議
：全体確認細目見直しタスクフォース

（各班代表の主任研究員で構成）
：班間調整、全体調整 科研費ワーキンググループ

：種目・審査区分・審査方式等
全体の見直し・検討

科研費審査システム改革２０１８
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【所長、副所長、主任研究員等で構成】
・学術的見地及び各専門調査班での議論に基づき、振興会業務の課題について討議
・振興会業務に対する提案・助言
・審査、評価に関する諸業務について、具体的な手順の策定

主任研究員会議（月２回開催）

【専門分野の同じ主任研究員及び専門研究員で構成】
・研究者のニーズや専門的な視点を振興会事業の実施に生かし、より適切な業務運営の実現を図るため討議
・主任研究員会議での議論に基づき、審査、評価に関する諸業務について、具体的な手順の策定

専門調査班会議（月１回開催）

【主任研究員が中心となって討議】
・重要でかつ継続的に審議が必要な課題に対して意見をとりまとめ、提言
・現在、科学研究費事業改善のためのワーキンググループと特別研究員事業等審査システム改善の

ためのワーキンググループを設置

ワーキンググループ（各月1回開催）

【学界及び産業界等の有識者で構成】
・センター業務の基本的な運営方針
・所長及び副所長の人事、研究員の選考方針
・その他センターの組織、運営及び業務実施に関する重要
事項について 審議

学術システム研究センター運営委員会日本学術振興会
理事長
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【主任研究員が中心となって討議】
・短期的・集中的に審議が必要な特定の課題に対して意見をとりまとめ、提言
（平成29年度設置のタスクフォース）

「科研費改革推進タスクフォース」（平成30年3月設置）

タスクフォース（必要に応じて設置）

学術システム研究センターの業務運営
～各種会議の果たす役割： 様々な課題についての「議論の場」～



９月

11月

１２月～１月

２月～３月
４月

公募要領発送 研究計画調書受付
審査委員委嘱

書面審査／１段階目の書面審査

合議審査／２段階目の書面審査

交付内定

審査委員配置、審査基準、
公募要領の見直し等を検討

［４月～７月］

審査委員候補者等を選考
（約6,000名）

［７月～８月］

審査会の進行、資料説明等
（合議審査の運営に関与）

審査委員の審査結果を検証
その結果を翌年度の審査委員選考に反映
（不適切と思われる審査を行った審査委員には、
翌年度の審査を依頼しないなど）

［４月～６月］

センター研究員は
審査・採択そのもの
には関わらない

『科研費ＮＥＷS』の「最近の研究成果
トピックス」の執筆候補者の選考（通年）
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【基盤研究、若手研究等の主な流れ】

※上記の時期の他、特別推進研究、基盤研究（S）、
挑戦的研究（開拓・萌芽）など4月以降に開催する
審査会にも対応

科研費に関する学術システム研究センターの役割



特別研究員事業に関する学術システム研究センターの役割
～審査・評価業務（審査委員の選考、審査結果の検証等）を中心に関与～

３月

４月

６月

８月 10月

募集要項発送

申請書を受付
審査会委員・専門委員の委嘱

書面審査 第１次採用内定

（11月～1月）
③審査結果の検証
（その結果を翌年度の審査
委員選考や有意義な審査
意見を付した審査委員選
考に反映）

①審査会委員・専
門委員候補者 （約
1,800人）の選考

センター研究員は、審査・採択
そのものには関わらない

12月

１月２月採用

９月

書面合議審査
11月

面接審査

（10月～1月）
・募集要項の検討

第２次採用内定

（7月～12月）
②審査会への陪席
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① 「審査委員候補者データベース」を活用し、毎年審査委員候補者案を作成。
② センター研究員が、審査会(書面合議審査、面接審査）に出席し、審査の状況を確認。
③ 第１段審査（書面審査）及び第２段審査（書面合議審査）について検証・分析。その結果を

翌年度の審査委員選考に反映。
・不適切と思われる審査を行った審査委員には、翌年度の審査を依頼しない。
・有意義な審査意見を付した審査委員を選考し表彰。

特別研究員SPD
の中間・事後評価の実施
（6月：SPD研究発表会
－主任研究員の出席）

（９月～１１月）
・審査委員の担当

審査区分の検討
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学術システム研究センター研究員の選考

全国の大学等研究機関に研究員候補者の推薦を依頼（４～６月）

研究員の選考基準（抜粋）
 資格要件

・ 科研費等の研究代表者としての経験がある者又はその審査に関わった経験のある者。
 必要な資質

・ 優れた研究能力を有し、専門分野を中心に幅広い識見を有すること。
・ 公正かつ適切な判断ができ、意欲があり積極的な協力が期待できること。
 選考における留意点

・ 研究現場の第一線で活躍中であり、任期終了後も教育・研究機関において研究活動を継続す
る予定である者が望まれる。

・ 前任者と同一の機関及び専門を同じくする者は選任しない。
・ 国・公・私立大学及び大学共同利用機関、産業界の研究機関など所属する機関のバランスに

配慮する。
・ 地域バランス及び女性研究者に配慮する。

＜学術システム研究センター＞
・被推薦者に関する調査
・学識経験者に意見伺い（主任研究員）

・研究員候補者案を作成



学術システム研究センタ―

http://www.jsps.go.jp/j-center/index.html
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連 絡 先

TEL ０３－３２６３－１８８２
FAX     ０３－３２３７－８２３６
E-mail rcss@jsps.go.jp

日 本 学 術 振 興 会


